
離島の「地の利」を
生かせ！

離
島
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
環
境
で
多

く
の
不
利
な
条
件
が
あ
る
。
県
大
会
や
遠
征

な
ど
に
経
済
的
理
由
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

り
、
大
会
に
参
加
し
て
も
、
長
い
船
旅
を
し
て

試
合
に
臨
む
た
め
、
負
け
た
と
き
の
原
因
を

「
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
」
と
い
う
言
葉
で
片
付
け

ら
れ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ａ
奄
美
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
の
園そ
の
だ田 

明あ
き
ら

理
事
長
は
、
本
土
か
ら
遠
距

離
に
あ
る
と
い
う
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
の
克
服
が

で
き
な
い
か
と
考
え
、
沖
縄
県
と
鹿
児
島
県
本

土
の
中
間
に
位
置
す
る
奄
美
の
地
の
利
を
生

か
す
と
い
う
逆
転
の
発
想
か
ら
、
奄
美
で
両
県

の
小
・
中
・
高
校
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
た
。

今
年
で
8
回
目
を
迎
え
る
大
会
に
は
毎
年

約
6
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、
奄
美
の
子
ど
も

た
ち
の
技
術
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

同
法
人
の
運
営
の
柱
は
、
奄
美
市
名
瀬
運
動

公
園
や
奄
美
体
験
交
流
館
な
ど
の
奄
美
市
か

ら
の
指
定
管
理
運
営
業
務
。
こ
れ
ら
の
施
設

を
活
用
し
、
奄
美
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
の
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
4
月
か
ら
は
、
文
部
科
学
省
が
推
進

す
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
Ａ
Ｓ
Ａ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
」
を
開
始
。
卓
球
や
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
な
ど
全
22
教
室
を
地
域
の
体
育
協

会
や
既
存
の
団
体
の
協
力
を
得
て
運
営
し
て

お
り
、
選
手
の
競
技
力
向
上
の
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
や
高
齢
者
、
地
域
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
触
れ
合
う
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
障
が
い
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加
の

き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
、
障
が
い
者
団
体
「
ラ

イ
ブ
・
ラ
イ
フ
・
夢む
そ
う
ば
な

創
花
」
と
連
携
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ
」

も
開
催
し
て
い
る
。
障
が
い
者
と
健
常
者
が
同

じ
立
場
や
目
線
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
常

者
に
も
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
新
た
な
こ
と

を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
も
込
め
ら
れ

て
い
る
。

奄
美
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
連
絡
協
議
会
の
取
り

ま
と
め
役
で
も
あ
る
園
田
理
事
長
は
、「
会
議

で
は
、
自
分
の
声
で
意
見
を
言
え
る
場
つ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。
相
互
理
解
の
も
と
で
、
よ

り
よ
く
連
携
・
協
力
を
し
な
が
ら
地
域
の
課
題

や
問
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
」
と
地
域
全
体

の
連
携
に
も
努
め
て
い
る
。

共生・協働の地域社会づくり
NPO法人 ASA奄美スポーツアカデミー

共生・協働の地域社会づくりやNPO法人に関するお問い合わせ先
◎共生・協働推進課（県庁9階）
◎共生・協働センター（かごしま県民交流センター内）

☎099-286-2241
☎099-221-6613

関連情報は、県ホームページの「共生・協働（NPO・ボランティア）」にも掲載しています。

かごしまの地域を元気に！

沖縄県と鹿児島県のバスケットボール大会

「スマイルライフ」車椅子バスケットボールの様子

運動会前のかけっこ教室。約300人が参加。

園田 明　理事長

理事長からひとこと

　私たちが島々をこよなく愛し、奄美の人間とし
ての誇りと自信を持つための環境が子供たちに
はもっと必要ではないでしょうか。これからの奄
美、島々を担う子供たちが、奄美を誇りに思える
島づくり。個々の能力を最大限に発揮し経験を肥
やしに成長する子供たちには、「今、この瞬間」し
かないのです。

奄 美 市
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